
令和 7 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

・活動場所：夢工房宮古内活動室

　

　

　

＜目的＞

＜成果＞

今回は自己肯定感をメインに講話をしてもらった。自己嫌悪に陥る利用者の方が多く、そこから、体調不良に繋がってい

た。外部から講師を招くことで、事業所スタッフには無い視点での話や実践形式での話し等、なぜ自己肯定感は必要なの

か？等の話も聞くことができ、利用者の方も、積極的に質問する姿勢が見られていた。自己肯定感を高め、何事にも積極的

に取り組み、就労だけでなく少しでも体調の安定につながる様にセルフマネジメントに活かしていただきたいと思う。

・薬以外に何かできる事があるとすればノートに今日はきつくても仕事に行けたという事を書いていくという方法があると

いう事を教えてもらいました。また、機会があれば色々と相談したいです。(４０代　男性）

・自己肯定感が高いと、他者と比較することなく、自分の意見や感情を大切にすることができる。ありのままの自分を受け

入れることは対人関係でも私生活でも大事だと思った。(３０代　女性）

利用者からの意見・評価

事業所担当者 岩本　晶恵

住　所 沖縄県宮古島市平良字久貝８７５－２ 管理者名 岩本　晶恵

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 ０９８０－７９－０３６１ 対象年度 令和６年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

・実施日程：令和６年２月２６日

・実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

外部講師を招き、生活支援の一環として「依存症について」「自己肯定

感とは」「仕事におけるストレスマネジメント」について３部構成で

行った。

近年、増加傾向にあるアルコール依存症をはじめ、ギャンブ

ルや喫煙、様々な依存症の話や、そこから繋がる、自分を大

切にすること。根底にある自己肯定感等の話しを通して、生

活に関わる大事な話をしてもらった。

利用者の方の多くは、自己肯定感が低く、自己嫌悪に陥りがちで

ある。また、現実から逃避する形で、過度な飲酒や喫煙等、依存

症に綱がっているケースも多い。今回は自己肯定感の講話を行っ

たことで、自分を大切にすることの大切さを学ぶことに繋がった

と多くの方からコメントをもらっている。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 夢工房宮古 事業所番号 4712300484

様式２

質問形式で、講話が始まり。皆、真剣に聞いている。

また、依存症については、当事者である利用者の方からも

「依存症の克服の仕方や、依存症を抱えながらもどういう職

種があっているか？」等の質問も上がっていた。

普段、なかなか聞くことが少ない、自己肯定感について、真

剣に聞いている。


